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正月飾りを作り、新年を迎える準備をしました。ひとつひとつ想いをこめて丁寧に作られた門松は、今年も
たくさんの幸せを招いてくれることでしょう＾＾
（豊岡　辻区サロン）
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　新年あけましておめでとうございます。
　皆さまにおかれましては、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げま
す。
　昨年中は豊岡市社会福祉協議会の活動に多大なお力添えをいただき、厚くお
礼申し上げます。
　さて、昨年を表す漢字一文字は「災」でありました。相次ぐ自然災害により
被災された皆さまのご心労は計り知れず、ご再建とご繁栄を心よりお祈り申し
上げる次第です。
　少子高齢化・人口減少・独居高齢者の増加等により、社会的孤立・生活困窮・
制度の狭間の問題などの生活・福祉課題が顕在化してきています。このような
制度やサービスでは対応できない困りごとを抱えている方に対して「地域にお
けるセーフティネットの砦の機能を確立する」ことが、豊岡市社会福祉協議会
の持つ現代における大きな役割だと考えております。
　平成29年度に市と協働で策定した「豊岡市地域福祉計画」のもと、今後も住
民の皆さまや医療・福祉関係機関等とともに抜け漏れのない支援活動に尽力し、
「誰もが住み慣れた地域の中で、豊かに自分らしく、最期まで暮らせる地域づ
くり」を進めてまいります。
　本年も変わらぬご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　この一年がみなさまにとりまして実り多き年でありますよう、心からお祈り
申し上げ、年頭のごあいさつといたします。

豊岡市社会福祉協議会

　理事長　酒 井 清 道
役職員一同

年頭のごあいさつ
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地
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熱
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１
日
に
開
催
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約
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０
人
と
い
う
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参
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に
よ
り
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
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に
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高
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が
進
み
、
福
祉
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が
大
き
く
う
た
わ

れ
る
昨
今
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豊
岡
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地
域
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祉
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。
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な
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に
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踏
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350名の熱気あふれる想い‼
地域福祉フォーラム開催

基調講演を行う作野広和さん

実践発表を行う坂井栄実さん

司会の大役を務めた日高高等学校１年　 　　
今
いま

井
い

花
か

凜
りん

さん（福祉科）、宗
むね

政
まさ

碧
あお

唯
い

さん（看護科）
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の
で
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楽
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み
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が
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を
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け
る
こ
と

の
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て
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と
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活
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に
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で
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活
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げ
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ほ
し
い
」
と
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へ
の
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待
と
し
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バ

ト
ン
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

明
日
へ
一
歩
、
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み
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そ
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今
回
の
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
て
、
参
加

者
か
ら
は
「
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
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み
た
い
」「
堅

苦
し
く
考
え
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の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
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活
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に
取
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み
た
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な
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が
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か
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「
ち
ょ
っ
と
が
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っ
て
み
よ
う
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と
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踏
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出
す
機
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と
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。

　

豊
岡
市
社
協
で
は
、
今
後
も
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
通
じ
て
、
地
域
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
地
域
福
祉

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
ご
期
待
下
さ
い
。

実践発表を行う坂井さん（左端）・足田さん・濱上さん

アドバイザーの作野さんと　　　　　　　　　
コーディネーターの荻田藍子さん（兵庫県社協）

塩津水曜カフェ マドンナ

盛り上がる地域活動の展示コーナー
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参加者・ボランティア　大募集！
なかよしゲーム・スポーツ大会
　市内在住の心身に障がいのある方々を対象に、
レクリエーションを中心としたゲーム・スポーツ
大会を開催します。
　スポーツを通じて、楽しく仲間づくりをしましょ
う。また、当日一緒に楽しんでいただけるボラン
ティアも募集します。

【日　時】平成31年３月２日(土)　
　　　　 13：00～15：30�

【場　所】豊岡市総合体育館（大磯町１―75）
【対象者】市内在住の心身障がい者（児）と
　　　　 その保護者、ボランティア

【参加費】無料
【持ち物】上履き、座布団
【申込締切】２月８日（金）
【申込・問合わせ】�豊岡市社協
　　　　　　　　 地域福祉課�地域福祉係　
　　　　　　　　 TEL：23−2573

日　　程：２月24日（日）
　　　　　13：00～16：00
集合時間：12：45
場　　所：café�Lamp�eye
　　　　　（豊岡市城崎町楽々浦字深原442）
参加資格：20代の独身男女
　　　　　※男性は豊岡市在住または在勤
参 加 費：男性／3,000円　女性／2,000円
定　　員：男女各12名
募集期間：2月18日（月）まで
持 ち 物：本人確認書（例：運転免許証等）
参加方法：お電話かメールでお申し込みください
　　　　　�メールでお申し込みの場合は、「24の恋」

参加、氏名、住所、携帯番号、生年月日を
入力してください。

�
主催：豊岡市婚活応援プロジェクトはーとピー
お問い合わせ先/豊岡市社会福祉協議会　
　　　　　　　 企画総務課　担当/藤田
Tel:0796-23-2573 （月～金　AM8:30～PM5:30）
http://www.heart-p@toyooka-wel.jp はーとピーで検索
MAIL：heart-p@toyooka-wel.jp

24の恋 twenty four love

あったかいお部屋でお茶しましょ♪

認知症カフェ・
つどいの場

名　　称 日　　　時 場　　　所 対象者 内　　容 問合せ
若年性認知症の人
と家族のつどい

毎月第３水曜日
13：30～15：30 豊岡市役所立野庁舎

若年性認知症の方・
ご家族

情報提供
意見交換など

市・高年介護課
℡：29−0055

認知症カフェ
にじいろカフェ

毎月第４木曜日
13：30～15：30

特別養護老人ホーム
たじま荘２階

認知症・若年性認知
症の方
ご家族

座談会
特別養護老人ホーム
たじま荘
℡：44−1730

認知症カフェ
わ・え・ん

毎月第３土曜日
13：30～15：30 リハビリ処和恩

認知症の方　
ご家族

自由な談話
情報交換
意見交換など

有限会社　和縁
℡：23−3428

認知症カフェ
ふれでぃ

毎月第２水曜日
13：30～15：30 日高健康福祉センター

認知症の方
ご家族

自由な談話
相談・意見交換など

社協　日高支所
℡：42−0100

認知症カフェ
ひまわり

毎月第１金曜日
13：30～15：30 豊岡健康福祉センター

認知症の方
ご家族

自由な談話
相談・意見交換など

社協　本所地域福祉課
℡：23−2573

あおぞらカフェ 毎月第３金曜日
13：30～15：00

小谷　愛の園
（但東町小谷338−1）

認知症の方
ご家族
関心のある方

自由な談話
相談・意見交換など

出石・但東地域包括支
援センター但東分室
℡：54−0515

あんくらカフェ 毎月第３日曜日
10：30～15：00

シカバレー
（出石町安良239−1）

認知症の方
ご家族
地域の方

自由な談話
相談・意見交換など

シカバレー
℡：53−2800

※日時については、変更の可能性があります。問い合わせにてご確認ください。

ちいきからのおしらせ

認知症の方やその家族、医療や介護の専門職など、誰もが気軽に
参加できる「つどいの場」であり、認知症の方や家族が安心して
過ごせる「地域の居場所」です。お茶を飲みながら情報交換など、
さまざまな活動をしています。お気軽にご参加ください。
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12月受付分（敬称略）

九日市下町 ローソン豊岡九日市店
西田�泰代

ホットケーキミックス、
ふりかけ、めんつゆ、
インスタント味噌汁、調
味料

日高町祢布 日本財団在宅看護セン
ター豊岡　大槻　恭子

レトルトご飯、レトルト食
品、カップ麺、シリアル

住　所 氏　　　名 金額（円）・物品 　摘　　要
本所受付分

匿　名 金一封 供養
下　陰 勝地　利光 2,000 善意の預託
桜　町 中奥　みゆき 金一封 善意の預託
大手町 真如苑　豊岡 100,000 歳末たすけあい
日高町上郷 ㈱オーク

代表取締役　樫本孝彦 300,000 善意の預託

九日市上町 但馬高齢者生き
がい創造学院 45,141 歳末たすけあい

幸　町 但馬地域兵庫
県職員一同 96,000 歳末たすけあい

三坂町 豊岡エネルギー㈱ 24,923 善意の預託
九日市上町 天理教但八少年会 12,667 善意の預託

匿　名 金一封 善意の預託
城崎支所受付分
湯　島 角谷　敏則 金一封 供養
竹野支所受付分
轟 平田　卓夫 20,000 善意の預託

匿　名 金一封 供養
匿　名 20,000 供養

日高支所受付分
府市場 中島　敏幸 金一封 善意の預託
日　吉 金子　たみよ 金一封 善意の預託

日高町吹奏楽団 42,281 善意の預託
匿　名 金一封 善意の預託

上　石 尾松内科クリニック 金一封 善意の預託
十　戸 金光教　清滝教会 金一封 善意の預託

善意銀行だより
みなさまのあたたかい善意をありがとうございます。
地域福祉活動推進のために役立たせていただきます。

住　所 氏　　　名 金額（円）・物品 　摘　　要
出石支所受付分

小坂生きがい
教室 10,000 善意の預託
出石社交ダン
スクラブ 100,000 善意の預託
出石町ボラン
ティア連絡会 10,000 いずしボランティ

アのつどい収益金
匿　名 金一封 善意の預託

但東支所受付分
三　原 但東中1期生

同窓会 10,676 善意の預託
薬王寺 井上　浩之 金一封 供養
赤　花 渡邉　昭子 金一封 供養
薬王寺 大月　昌彦 5,000 善意の預託
佐　田 横谷　忠 金一封 供養
奥　藤 水口　正雄 金一封 供養
栗　尾 田中　重雄 金一封、介護用品 供養

緊急食料支援事業　食料提供

平成30年12月1日～31日（敬称略・受付順）

2月各種相談日
いずれの相談も無料です

心配ごと相談　一人で悩まず、まずは相談を
◆豊岡市社協　本所・各支所
　（月）～（金）8:30～17:30
祝日・年末年始（12/29～1/3）は休みです

法律相談　気軽に弁護士に相談できる機会です
◆豊岡健康福祉センター（☎：23-2573）
　5日（火）13:00～16:00
先着８名、電話予約のみ（受付1/30（水）8:30～）
　次回、3月の法律相談日は5日（火）、
　予約受付2月27日（水）8:30～

結婚相談　素敵なお相手を見つけましょう
◆豊岡健康福祉センター（☎：23-2573）
　1日（金）、15日（金）13:30～16:00
◆日高健康福祉センター（☎：42-0100）
　13日（水）、27日（水）13:30～16:00

どちらの窓口でも、お気軽にお越しください

あなたの支えで笑顔になれる人がいます。
少しでも多くの方が笑顔で暮らせるよう、善意銀行への寄付
にご協力をお願いいたします。
振込先：但馬銀行　本店営業部　口座番号　７３２８３４１
　　　　名義　フク）トヨオカシシヤカイフクシキヨウギカイ

お振り込みの他、各支所窓口でも受け付けてお
ります。ご連絡いただきましたら、払込手数料
のかからない振込用紙を郵送いたします。

（ＴＥＬ：２３－２５７３）
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毎週土日に開催される朝市では、城崎で作られた農作物・手芸品等がずらり
と並びます。観光客も多く訪れますが、地域の方にとっても貴重な買い物の
機会・集いの場です。「新鮮な野菜や花を買って、友達とおしゃべりするの
が楽しみ」と話してくれた方も＾＾出品者の方からも「お客さんにいい商品
を届けたい！」という声が聞こえ、心あたたまる朝市でした。
（12月16日　城崎駅前通り公園にて開催）

湯ったり朝市（城崎地域）
コミュニティ城崎

毎週木曜日に開催される喫茶よつばに、竹野南デイサービスセンターの利用
者さんが遊びに来られました。「皆さん、よう来んさったなぁ」という喫茶
よつばのメンバーの声や、おいしいケーキとあたたかい飲み物に、皆さんニ
コニコ＾＾「みんなでお出かけやお茶ができて、楽しいわぁ～。」来店され
た住民さんとの交流もあり、笑顔あふれるひと時でした♪
（12月20日　交流広場わいわいみ・な・みにて開催）

平成13年から毎年、地域やドライバーの安全のために目を引く干支看板と交
通標語を設置しています。警察の方と連携し、交通安全に関する資材を配布
するなど、地区全体で安全を呼びかけました。地元の子どもたちにも「気を
つけて登下校するんやで」と伝え、看板の前で恒例の記念撮影。気候に恵まれ、
あたたかい笑顔があふれました＾＾
（１月７日　栗尾地区　国道426号沿いに設置）

喫茶よつば（竹野地域）
竹野南地区コミュニティ
わいわい　み・な・み

干支看板・交通安全標語かざりつけ（但東地域）　栗尾ふるさと１３５委員会

今月号でも、地域のニコニコ写真をご紹介♪
寒さに負けない、素敵な笑顔をご覧ください！


